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総務委員会 活動報告書

（2023 年 7 月～2025 年 6 月）

2025 年 6 月

公益社団法人 日本技術士会

総務委員会
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総務委員会活動報告（案） 2023年 7月～2025 年６月

１．会議期間： 2023年8月 16日～2025 年6月 19日

（１）幹事会 12 回開催

（２）委員会 12 回開催

（３）地域本部関連事項検討小委員会 12 回開催

２．委員会体制
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３．活動概要

（１）技術士 CPD・IPD 関連

● 技術士 CPD 実績管理委員会の設置・運営規則の改定を審議、承認した。

● 技術士 CPD 行事における講演内容等のウェブ配信収録及びウェブ掲載に関する手引

き、e ラーニング配信に関する規則・手引きについて審議、承認した。

● IPD 懇談会設置・運営規則を審議、承認した。（但し、主管元の変更により追って当該規

則は廃止。）

（２）正会員の特別表彰推薦について

● 毎年 4 月総務委員会にて対象者選定、5 月理事会審議、6 月総会にて表彰。

● 2024 年度名誉会員 14 名、フェロー19 名、会長表彰 75 名

● 2025 年度名誉会員 18 名、フェロー16 名、会長表彰 85 名

（３）緩やかな連携の推進

● 相互協力協定を締結している大学技術士会、公務員による技術士会、企業内技術士会等

（計 104 団体）と、要請に応じて情報交換を行った。

（４）登録グループの登録申請

● 2 年毎に活動を審査するため、2024 年度は継続登録申請 37 グループを審査し、

2025 年度は報告のみを行った。

（５）諸規定の整備、維持管理等

● 判定基準の見直しを踏まえ、名誉会員推薦規則の改定作業を継続実施した。

● 委員会の運営に関する規則、役員等国内旅費交通費支給規則、本会役員の責務に関する

手引きの改定等の対策を実施した。

● 技術士資格活用委員会の起案による技術審査支援ワーキンググループ活動に関する規

則、手引きについて検討を進めた。

● （独法）製品評価技術基盤機構との覚書・覚書に係る実施細目の改定について審議を行

った。

● その他 各委員会所管の規程の制定・変更にあたり、事前に本委員会に協議申し入れがあ

り、検討のうえ回答し、各委員会から理事会に付議され承認された。（技術士制度検討

委員会の設置・運営規則改定、技術士資格活用委員会の設置・運営規則改定等）

（６）コンプライアンス委員会関連

● 役職員倫理規則（コンプライアンス規則）、コンプライアンス委員会設置・運営規則、公益

通報者保護規則、懲戒規則の改定を審議し、情報セキュリティ関連規則の内容を検討し

た。

（７）日本技術士会定款の変更

● 外部理事、外部監事の設置にともなう定款の変更を審議した。

（８）地域組織からの審議、報告事項

● 行事運営上の後援等の名義使用に関して、地域組織から案件毎の審議依頼、報告を受け

た。

（９）地域本部関連事項検討小委員会の報告

● 地域本部に関連する課題（審議案件のホワイトリスト登録、規則の運用に関する意見聴取、
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名誉会員の推薦基準の見直し、支部長の任期延長、等）を、先ず地域選出委員の小委員会

にて検討し、本委員会に報告を行った。

● 個別規定に基づく委員会についてアンケート調査を行い、当該委員会の所掌業務に関す

る見直し作業・検討を行った。

● ホワイトリスト登録例としては、別紙-１ 「ホワイトリスト登録書式」を参照。

（１０）関東甲信地域８県支部関連

● 支部長会議を年 1 回開催、関東甲信地域県支部連絡窓口グループを新設して、総務委員

会と関東甲信地域８県支部との情報連携を密に行うように努めた。

（１１）その他

● 次期委員会への申し送り検討事項は、別紙-２ 「2024 年度 総務委員会引継事項」を

参照。



別紙-１

2025.2.13

【別記表1】

申請組織 承認日 相手先名称 行事名・内容 負担区分 備考

千葉県支部 2021/7/15 千葉県
弁護士会 防災講演会

【技術士会】
ポスターなど（39千円）

【相手先】
講師謝金など（35千円）

[千葉21別1‒1]

中国本部 2021/8/25

(一社)建設コ
ンサルタンツ協

会
中国支部

防災講演会

【技術士会】
会場費、資料印刷費

【相手先】
講師謝金、交通費

[中国21別1‒1]

中国本部 2021/8/25

(公社)全国
上下水道
コンサルタント

協会
中国・四国支

部

上下水道部会例会・講演会

【技術士会】
講師交通費、会場費

【相手先】
講師謝金

[中国21別1‒2]

中国本部 2022/8/24 安芸太田町
教育委員会

令和４年度 第10回 安芸太田町
科学アカデミー

【技術士会】
材料費（30千円）、運営

【相手先】
会場費、交通費、会場設営、受付・準

備

[中国22別1‒1]

中国本部 2022/8/24 五日市中央
公民館

理科工作教室「プラスチックを作ろ
う」

【技術士会】
材料費（30千円）、運営

【相手先】
会場費、会場設営、受付・準備

[中国22別1‒2]

中国本部 2022/8/24
広島県立尾
道特別支援
学校

感じる科学「プラスチックを作ろう
（仮）」

【技術士会】
材料費（16.5千円）、交通費
（24.115千円）、運営

【相手先】
会場費、会場設営、運営

[中国22別1‒3]

東北本部 2023/6/8

認定特定非
営利活動法
人防災・減災
サポートセン

ター

令和5 年度 防災講演会

【費用】
会場費（14,600）、印刷費
（20,000）を相手先と折半

【人的負担】
東北本部＝当日受付、会場設営・運

営、CPD発行
相手先＝申込受付、問合せ対応、会

場設営・運営、司会進行

‒

ホワイトリスト登録書式

行事共催に当たってこれまでに事前承認を得た行事



長野県支部 2024/9/18
信州大学工
学部水環境・
土木工学科

令和６年度長野県支部（北信ブ
ロック）CPD講演会

【費用】
長野県支部＝機器類借料（9,600

円）と印刷費（1,200円）
信州大学＝会場代
【人的負担】

長野県支部＝会場設営・運営・受付・
CPD証明書発行

信州大学＝会場設営・運営の補助、大
学関係者（学生等）の受付

[長野県支部24]

長野県支部 2024/10/16

長野県諏訪
農業農村支
援センター・長
野県農業経
営者協会諏
訪支部

令和６年度長野県支部（南信ブ
ロック）CPD講演会

【費用】
長野県支部＝一般参加者向け資料印

刷費(5,000円)
農業農村支援センター＝共催により県

有施設が使用できる
【人的負担】

長野県支部＝会場設営・運営・受付・
CPD証明書発行

農業農村支援センター＝会場設営・運
営の補助

農業経営者協会＝共催団体関係者の
受付

[長野県支部24]

近畿本部 2025/2/13 日本弁理士
会 関西会

2025年度「技術士×弁理士 合同
ワークショップ」研修会

【費用】
資料印刷費・備品費(10,000円)を相

手先と折半
【人的負担】

近畿本部＝当日受付、会場設営、運
営、話題提供

日本弁理士会＝当日受付、会場設
営、運営、司会進行、話題提供

[近畿24別1‒1]

【別記表2】

申請組織 承認日 依頼名義 相手先名称 行事名・内容 備考

千葉県支部 2021/7/15 後援 千葉市 防災講演会 [千葉21別2‒1]

中国本部 2021/8/25 後援 中国地方防災研究会 防災講演会 [中国21 別2‒1]

中国本部 2021/8/25 協賛 広島県災害復興支援
士業連絡会 防災講演会 [中国21 別2‒2]

九州本部 2022/10/19 後援 北九州循環経済
ビジョン推進協議会

北九州地区支部
第13回公開シンポジウム

[九州22別2‒1]

近畿本部 2022/11/30 後援

NPO法人都市災害に備える技術
者の会

NPO法人兵庫県防災士会
公益社団法人大阪技術振興協会

「第16 回災害対策セミナー」 [近畿22 別2‒1]

行事名義使用の他者への依頼に当たりこれまでに個別承認を得た行事



東北本部 2023/12/13 協賛・後援
後援：宮城県災害復興支援士業

連絡会
協賛：東北建設業協会連合会

東日本大震災復興10年事業（2023
事業）

複合災害からの復興に学ぶ　～ふくしま
からの発信～

[東北22別2‒１]

中国本部 2023/12/13 協力 技術者倫理研究会（日本技術士
会 登録グループ）

第３回中国本部倫理委員会講演会 [中国23 別2‒1]

海外活動支
援委員会 2024/6/5 後援 地方独立行政法人　東京都立産

業技術研究センター
令和6年度　海外技術協力実務研修

会‒2
[海外活動支援委員会

24　別2‒1]
神奈川県支

部
2024/6/5 後援 一般社団法人JCOSE 製品開発を成功に導くモデルベースシス

テムズエンジニアリング
[神奈川24別 2‒１]

千葉県支部 2024/8/22 後援 千葉県災害復興支援士業ネット
ワーク

第137回CPD防災講演会 [千葉24別2‒1]

神奈川県支
部 2024/10/16 後援 相模原商工会議所

地域産業活性化研究会 in 相模原「金
属プレス加工業界の進化」

～講演3題+アイダエンジニアリング㈱本
社工場見学～

【別記表3】

申請組織 承認日 許諾名義 相手先名称 行事名・内容 備考

中国本部 2022/8/24 協力 クラレテクノ・シンコースポーツ共同事
業体

2022夏休み「こども科学教室」 ～モー
ターを作ろう！！～ [中国22別3‒1]

北海道本部 2022/9/10 後援 ニセコ地域の景観を考えるシンポジ
ウム実行委員会 ニセコ地域の景観を考えるシンポジウム [北海道22別3‒1]

北海道本部 2022/9/27 後援 本州・北海道架橋を考える会
2022 年 本州・北海道架橋を考える会

講演会
津軽海峡からのメッセージ

[北海道22別3‒2]

近畿本部 2023/6/8 後援 立命館大学技術士会 14回立命技術士懇談会 [近畿23別3‒1]

近畿本部 2023/10/11 後援 公益社団法人大阪
技術振興協会

防災・減災シンポジウム2023
～いのちとくらしをまもる防災・減災～ [近畿23別3‒2]

近畿本部 2024/2/14 協力 一般社団法人日本繊維技術士セ
ンター

第2回先端繊維技術セミナー 【近畿23別3ｰ3】

東北本部 2024/4/17 後援 建設新聞社 第7 回 新技術発表会in 仙台 [東北23別3‒1]

近畿本部 2024/4/17 後援 一般財団法人日本科学技術連盟 2024年度関西・企業風土フォーラム [近畿23別3ｰ4]

九州本部 2024/6/5 後援 一般社団法人日本ITストラテジス
ト協会 JISTA九州オープンフォーラム2024 [九州24別3‒1]

他者主催行事への本会名義使用許諾に当たりこれまでに個別承認を得た行事
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別紙-２                                   2025.6.23

２０２4 年度 総務委員会から次期委員会への引継事項

１．地域本部長任期の見直しについての検討

現規程では５期 10 年となっているが、原則 3 期 6 年（特別に事情がある場合は更に 2 期

4 年を限度に再任を認める）に規程の改定を行う。

２．地域組織における「技術士会規則に関する意見聴取と運用方法」についての検討

  ⇒地域本部関連事項検討小委員会にて優先的に検討

３．個別規定による委員会委員は年齢制限、再任制限がないが、制限が必要か否かの検討

常設委員会又は実行委員会とすべきか、などの検討を行う。また、日韓技術士交流委員会

委員の任期が 5 期 10 年となっているが、原則 3 期 6 年（特別に事情がある場合は更に

2 期 4 年を限度に再任を認める）に変更すべきかの検討を行う。

４．実行委員会のあり方についての検討

部会からの実行委員会委員候補の地域本部所属会員の推薦について（地域本部からの

推薦の在り方を含めて） 会議参加のときの交通費負担先の検討も含む。ガイドラインが必要？

⇒地域本部関連事項検討小委員会にて優先的に検討

５．常設委員会委員の３期目の委員推薦についての検討 （妥当な理由が必要）

  

６．関東甲信地域８県支部との連携強化推進

  統括本部からの情報提供，県支部間における情報交換・連携の促進、県支部の「困りごと」へ

の対応等。また，関東甲信地域本部がない現状および東京都支部がない現状について，

本来の「あるべき姿」について各県を含めて検討を進める。

足元７月の訪問先について、担当者の調整が必要。

７．会員数の拡大施策

  会員拡大のために，総務委員会としてできる対応を検討し，実行することで全体をリードする。

  「技術士会に入会するメリット」を総務委員会として整理し，ＰＲ方法を独自に考える。例えば，

緩やかな連携を活用するなどして，拡大する。

８．会費減免の規定整備

  定款 10 条（入会金及び会費の負担）と 会費の入退会等に関する規則の改定等

  【別表１】参照

９．地域の困りごと対応 （関東甲信地域８県支部）

  地域本部長会議に（関東甲信本部のイメージで）出席して，他の地域本部の課題を共有し，関東

甲信地域８県支部へフィードバックをかける。将来，関東甲信地域本部ができた場合を想定し

て少しずつ活動を強化して行く。                                  以上



【別表 1】

年齢 20歳代、30歳代 40歳代 50 歳代、60歳代 70歳代以上

年会費 1万円 1.5 万円 2万円 1.8 万円

※基準日は４月 1日


